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再開宣告（10時 00分） 

○議長（吉谷友一） 皆さん、おはようございます。これより伊方町議会第 42 回定例会を再開い

たします。只今の出席議員は、全員であります。よって、本会議は成立いたしました。 

 

議事日程報告 

○議長（吉谷友一） 議事日程報告を行います。本日の議事日程は、お手許に配布してあるとおり

であります。それに従いまして、議事を進めて参ります。これより、本日の会議を開きます。 

 

会議録署名議員 

○議長（吉谷友一） 日程第 1、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は、9月 30日

の本会議と同様、11番 小林絹久議員、12 番 菊池孝平議員を指名いたします。 

 

議案第８６号～議案第９７号 

○議長（吉谷友一） 日程第 2「平成 26 年度伊方町一般会計歳入歳出決算認定について」議案第

86 号から、日程第 13「平成 26 年度伊方町水道事業会計決算認定について」議案第 97 号までを一

括議題といたします。以上の決算認定 12議案は、いずれも 10月 2日の議員全員協議会で審査した

結果、それぞれ認定すべきものと決定しておりますので、質疑、討論を省略し、これより一括にて

採決いたします。お諮りいたします。平成 26 年度における各会計の決算については、いずれも認

定することにご異議ありませんか。（「なし」の発言あり）異議なしと認めます。よって、議案第 86

号「平成 26 年度伊方町一般会計歳入歳出決算認定について」から、議案第 97 号「平成 26 年度伊

方町水道事業会計決算認定について」の 12議案は、いずれも認定されました。 

 

陳情第３号、陳情第５号、陳情第６号、陳情第７号 

○議長（吉谷友一） 次に、日程第 14から日程第 17までの陳情第 3号、陳情第 5号、陳情第 6号、

陳情第 7号の伊方原子力発電所再稼働に対して反対の陳情 4件を一括議題といたします。これらの

陳情 4件については、伊方町議会第 41回定例会及び第 39回臨時会において、原子力発電対策特別

委員会付託となり、審査が終了しておりますので、原子力発電対策特別委員会委員長の報告を求め

ます。 

○原子力発電対策特別委員会委員長（中村敏彦） 議長 

○議長（吉谷友一） 特別委員長 

○原子力発電対策特別委員会委員長（中村敏彦） それでは、原子力発電対策特別委員会に付託さ

れております事件について、その審査結果をご報告申し上げます。はじめに、伊方原子力発電所の

再稼働に対し、反対の立場からの陳情 4 件については、1 番、伊方町議会第 41 回定例会（平成 27

年 6月 23日）において付託されました陳情第 3号 「南海トラフ大地震が起きても伊方原発の安全

が保障されることが明らかになるまで伊方原発の再稼働をしない」ことを求める意見書採択を求め

る陳情。2番、伊方町議会第 39回臨時会（平成 27 年 9月 7日）において付託された 陳情第 5号 伊

方原子力発電所 3号機の再稼働についての陳情。3番、伊方町議会第 39回臨時会（平成 27年 9月
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7 日）において付託された陳情第 6 号 「伊方原発 3 号機の再稼働は認めないこと」を求める陳情。

4番、伊方町議会第 39 回臨時会（平成 27 年 9月 7日）において付託された陳情第 7号 伊方原発の

再稼働を認めないよう求める陳情。以上の 4 件であります。なお、特別委員会といたしましては、

これらの陳情の取り扱いについて、審議するため参考人を招致するなど、特別委員会の開催につい

ては、平成 27年 7月 29日、9月 10日、9月 15日、9月 25日そして 10月 2日に開催いたしました

ところでございます。次に審査の経過でありますが、特別委員会では、参考人招致や現地調査等を

行いながら、質疑・意見交換を行い審査を行って参りましたが、その内容は次のとおりであります。

まず、平成 27年 7 月 29日の特別委員会では、原子力規制庁の職員を参考人招致し、伊方原子力発

電所 3号機における新規制基準適合性審査結果について詳細な説明を受け、質疑・意見を交換いた

しました。次に、平成 27 年 9 月 10 日は、資源エネルギー庁の職員及び四国電力株式会社原子力本

部関係者を参考人招致し、資源エネルギー庁からは、伊方発電所 3号機の再稼働に対する政府の方

針について説明、四国電力株式会社からは、伊方発電所 3号機の安全対策及びさらなる揺れ対策に

ついて取り組み状況についての説明があり、質疑及び意見交換を行いました。続いて平成 27 年 9

月 15 日は四国電力株式会社伊方発電所において、伊方 3 号機の安全対策等の実施状況の現地確認

を行い、実際の工事実施状況について確認すると共に緊急時対応訓練の実施状況についても視察を

することが出来ました。さらに平成 27年 9月 25日は、内閣府の職員及び愛媛県原子力安全対策課

の職員を参考人招致し、原子力防災（伊方地域の緊急時対応）の避難計画等について詳細な説明を

受け、質疑と意見交換を行いました。以上の経過等を踏まえ、10月 2日の特別委員会では、付託さ

れました陳情の取り扱いについて、慎重に審査を行いました。まず陳情者からの参考人招致の必要

性について諮り、陳情者からの説明は、必要はないとのことを全会一致で決定した後、陳情の取り

扱いについて審査を行いました。審査の後、陳情書の取り扱いについて採決をいたしました所、こ

の 4件の陳情については、全会一致で『不採択』とすべきものと決定されました。以上、原子力発

電対策特別委員会の報告といたします。 

○議長（吉谷友一） 只今、委員長の報告がありましたが、ここでお諮りいたします。これらの陳

情 4件については、一括して質疑・討論・採決することにご異議ありませんか。（「なし」の発言あ

り）異議なしと認めます。それでは一括して質疑に入ります。質疑ありませんか。（「なし」の発言

あり）質疑なしと認めます。これより討論に入ります。討論ありませんか。（「なし」の発言あり）

討論なしと認めます。これより採決いたします。陳情第 3 号、陳情第 5 号、陳情第 6号、陳情第 7

号、以上 4件の陳情については、委員会報告のとおり、不採択に賛成の議員は起立願います。 

起立全員と認めます。よって、陳情第 3号、陳情第 5号、陳情第 6号、陳情第 7号、以上 4件の陳

情については、不採択とすることに決定しました。傍聴者は静かにお願いします。次ありましたら、

退場させます。 

 

陳情第１号、陳情第２号、陳情第４号 

○議長（吉谷友一） 次に、日程第 18から日程第 20 までの陳情第 1号、陳情第 2号、陳情第 4号

の伊方原子力発電所再稼働に対して賛成の陳情 3件を一括議題といたします。これらの陳情 3件に

ついては、伊方町議会第 41回定例会及び第 39回臨時会において、原子力発電対策特別委員会付託
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となり、審査が終了しておりますので、原子力発電対策特別委員会委員長の報告を求めます。 

○原子力発電対策特別委員会委員長（中村敏彦） 議長 

○議長（吉谷友一） 原子力発電対策特別委員会委員長 

○原子力発電対策特別委員会委員長（中村敏彦）  

それでは、原子力発電対策特別委員会に付託されております事件についてその審査結果のご報告を

いたします。今回、報告いたします案件は、伊方原子力発電所の再稼働に対し、賛成の立場からの

陳情であり、1番、伊方町議会第 41回定例会（平成 27年 6月 23日）において付託されました陳情

第 1号 伊方原子力発電所 3号機の再稼働を求める陳情。2番、伊方町議会第 41回定例会（平成 27

年 6月 23日）において付託されました陳情第 2号 伊方原子力発電所 3号機の再稼働を求める陳情。

3番、伊方町議会第 39 回臨時会（平成 27 年 9月 7日）において付託されました陳情第 4号 伊方電

力伊方原子力発電所 3号機の再稼働を求める陳情であります。以上 3件であります。なお、特別委

員会といたしましては、これらの陳情の取り扱いについて審議するため、参考人招致をするなど、

特別委員会の開催については、平成 27年 7月 29日、9月 10日、9月 15日、9月 25日、そして 10

月 2日に開催したところでございます。次に、審査の経過でありますが、特別委員会では、参考人

招致や現地調査等を行いながら質疑・意見交換を行い審査を行って参りましたが、その内容は次の

とおりであります。まず、平成 27年 7月 29 日の特別委員会では原子力規制庁の職員を参考人招致

し、伊方原子力発電所 3号機における新規制基準適合性審査結果について詳細な説明を受け、質疑・

意見交換を行いました。次に、平成 27年 9月 10日には、資源エネルギー庁の職員及び四国電力株

式会社原子力本部関係者を参考人招致し、資源エネルギー庁からは、伊方発電所 3号機の再稼働に

対する政府の方針についての説明。四国電力からは、伊方発電所 3号機の安全対策及びさらなる揺

れ対策についての取り組み状況について説明があり、質疑・意見交換を行いました。続いて、平成

27 年 9月 15 日は四国電力株式会社、伊方発電所において、伊方 3号機の安全対策等の実施状況の

現地確認を行い、実際の工事、実施状況について確認すると共に緊急時対応訓練の実施状況につい

ても視察することが出来ました。さらに、平成 27 年 9月 25 日は内閣府の職員及び愛媛県原子力安

全対策課の職員を参考人招致し、原子力防災（伊方地域の緊急時対応）の避難計画等について詳細

な説明を受け、質疑と意見交換を行いました。以上の経過等を踏まえ、10月 2日の特別委員会では、

付託されました陳情の取り扱いについて、慎重に審査を行いました。まず、陳情者からの参考人招

致の必要性について諮り、陳情者からの説明は必要ないとのことを全会一致で決定した後、陳情の

取り扱いについて、審査を行いました。審議ののち陳情書の取り扱いについて、採決をいたしまし

たところ、この 3 件の陳情については、全会一致で『採択』するものと決定をされました。以上、

原子力発電対策特別委員会の報告といたします。 

○議長（吉谷友一） 只今、委員長の報告がありましたが、ここでお諮りいたします。これらの陳

情 3件については、一括して質疑・討論・採決することにご異議ありませんか。（「なし」の発言あ

り）異議なしと認めます。それでは一括して質疑に入ります。質疑ありませんか。（「なし」の発言

あり）質疑なしと認めます。これより討論に入ります。討論ありませんか。（「なし」の発言あり）

討論なしと認めます。これより採決いたします。陳情第 1号、陳情第 2 号、陳情第 4号、以上 3件

の陳情については、委員会の報告のとおり、採択に賛成の議員は起立願います。 
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起立全員と認めます。よって、陳情第 1号、陳情第 2号、陳情第 4号の 3件の陳情については、採

択とすべきものと決定いたしました。 

 

発議第３号 

○議長（吉谷友一） 日程第 21「伊方町議会会議規則の一部を改正する規定制定について」発議第

3号を議題といたします。本件につきましては、9月 16日開催の議員全員協議会で協議確認されて

おりますので、提出者の説明は会議規則第 39 条第 3 項の規定により、これを省略したいと思いま

す。これにご異議ありませんか。（「なし」の発言あり）異議なしと認め、提出者の説明はこれを省

略します。これより質疑を省略し、討論を行います。討論ありませんか。（「なし」の発言あり）討

論なしと認めます。これより、発議第 3号を採決いたします。お諮りいたします。本案を原案のと

おり、決定することにご異議ありませんか。（「なし」の発言あり）異議なしと認めます。よって、

発議第 3号「伊方町議会会議規則の一部を改正する規則制定について」は、原案のとおり可決され

ました。 

 

議会運営委員会の閉会中の継続調査について 

○議長（吉谷友一） 日程第 22「議会運営委員会の閉会中の継続調査について」を議題といたしま

す。議会運営委員長から、伊方町議会会議規則第 75 条の規定により、次期定例会までの閉会中の

間、所管事務のうち、次の議会の会期日程等、議会の運営に関する事項について、継続の調査の申

し出がありました。お諮りいたします。委員長からの申し出のとおり、次期定例会までの閉会中の

間、継続調査をすることにご異議ありませんか。（「なし」の発言あり）異議なしと認めます。よっ

て、委員長からの申し出のとおり、次期定例会までの閉会中の間、継続調査をすることに決しまし

た。 

 

原子力発電対策特別委員会の閉会中の継続調査について 

○議長（吉谷友一） 日程第 23「原子力発電対策特別委員会の閉会中の継続調査について」を議題

といたします。原子力発電対策特別委員長から、伊方町議会会議規則第 75 条の規定により、次期

定例会までの閉会中の間、原子力発電事業に関する事業について、継続調査の申し出がありました。

お諮りいたします。委員長からの申し出のとおり、次期定例会までの閉会中の間、継続調査をする

ことにご異議ありませんか。（「なし」の発言あり）異議なしと認めます。よって、委員長からの申

し出のとおり、次期定例会までの閉会中の間、継続調査をすることに決しました。 

 

閉会宣告 

○議長（吉谷友一） これにて、本日の日程はすべて終了いたしました。会議を閉じます。これを

もちまして、伊方町議会第 42回定例会を閉会いたします。お疲れ様でした。 

                                  （閉会 10時 22分） 
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